
▼
入
学
式
（
４
月
10
日
）　

入
学
式
で
は
、
新
入
生
を
迎
え
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
学
許

可
の
呼
名
で
は
、
新
入
生
一
人
ひ
と

り
の
返
事
や
表
情
か
ら
、
高
校
生
活

へ
の
期
待
や
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
佐
瀬
雅
彦
校
長
か
ら
式
辞
、
遠

藤
秀
明
教
育
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
学
校
運
営
協
議
会
が

発
足
し
、
厚
真
町
公
営
塾
は
２
年
目

を
迎
え
ま
す
。
地
域
と
協
働
し
た
魅

力
あ
る
教
育
活
動
づ
く
り
と
し
て
、

多
く
の
取
り
組
み
を
す
る
予
定
で
す
。

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
人
事
異
動　

【
転
出
】（
４
月
１
日
付
）

教
諭　
鎌
田
裕
之（
苫
小
牧
南
高
校

へ
）

教
諭　
石
岡
紀
史
（
鵡
川
高
校
へ
）

教
諭　
伊
藤
隆
一（
札
幌
丘
珠
高
校

へ
）

【
転
入
】（
４
月
１
日
付
）

校
長　
佐
瀬
雅
彦（
苫
小
牧
東
高
校

よ
り
）

教
諭　
川
崎
泰
寿（
石
狩
翔
陽
高
校

よ
り
）

教
諭　
佐
々
木
康
史
（
千
歳
高
校
定

時
制
よ
り
）

教
諭　
瀧
直
也
（
苫
小
牧
工
業
高
校

よ
り
）

【
採
用
】（
１
月
１
日
付
）

事
務
職
員　
佐
賀
井
美
紗

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

校
長　
清
水
美
由
紀　

▼
令
和
５
年
度　
学
校
体
制

〇
校
長　
佐
瀬
雅
彦

〇
教
頭　
佐
々
木
務
行

〇
教
諭　
佐
々
木
康
史
（
英
語
科
／

生
徒
進
路
指
導
部
長
）、
川
崎
泰
寿

（
地
歴･

公
民
科
／
１
年
担
任
）、
黒

田
さ
と
み
（
家
庭
科
／
教
務
環
境
部

長
）、
大
川
和
彦
（
保
健
体
育
科
／

３
年
担
任
）、
嘉
野
佐
知
子
（
理
科

／
２
年
担
任
）、
瀧
直
也
（
数
学
科

／
３
年
副
担
任
）、
石
畝
美
央
（
国

語
科
／
進
路
指
導
主
事
）、
小
林
幸

春
（
数
学
科
／
２
年
副
担
任
）、
早

坂
忠
弘
（
商
業･

情
報
科
／
１
年
副

担
任
）

〇
養
護
教
諭　
金
山
和
歌（
２
年
付
）

▽
事
務
長　
杉
原
千
寿

▽
事
務
職
員　
佐
賀
井
美
紗

Vol.280
学校の取り組みは
ホームページでも！

「よりみち学舎」は
厚真高校と地域が
連携しながら
放課後を利用して

生徒が自ら目標を発見し
挑戦する公営塾です。

　「よりみち学舎」はこの４月で、開設からちょうど１
年になりました。公営塾が休みの翌日には、「休みだと楽しくない」という厚高生が
いたり、１年生の約半数が公営塾を訪れて満室になり、活気にあふれることもありま
す。高校魅力化の取り組みは、時間と共に広がりをみせ、厚高生にとって『意義ある
場所』へと着実に変化してきています。
また、厚高生と一緒にバレーボールで汗を流す地域の方がいたり、公営塾に興味を

持って町外から来訪される方がいたりと、町内外の人たちの『興味を抱く場所』とな
りつつあります。
１年間を振り返ると、活動の幅も広がりました。スポーツセンター内の一角にある

公営塾だけにとどまらず、地域に出かける機会も増えたのです。例えば、原木シイタ
ケの農家さんへの手伝いや田舎まつりへの参加、さらにはおにぎりプロジェクトに賛
同して厚高生がおにぎりを考案するために図書館にも行きました。また、町内の飲食
店に出かけて店主とコミュニケーションを取りなが
ら食事をするなど、『立ち寄れる場所』も増えてき
ました。
「よりみち学舎」は、厚高生を尊重しながら成長
を促す努力を続けています。寄り道する場所を増や
し、出会った人たちと一緒に『学び』ができる塾を
目指しています。皆さんの理解と協力をいただきな
がら、厚高生にとって『魅力ある居場所』づくりに
励みます。　　　　教育魅力化支援員　山中　卓也

開設から１年
“よりみちの場”浸透

原木しいたけ栽培農家で収穫を
手伝う厚高生
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